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１
８
６
７
年
、
江
戸
幕
府
第
15
代
将
軍
徳
川
慶
喜
は
、
政

権
を
返
上
し
、幕
府
を
廃
止
（
大
政
奉
還
）。
し
か
し
実
際
は
、

慶
喜
の
政
権
掌
握
が
続
い
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
明
治
天

皇
は
、
王
政
復
古
の
大
号
令
を
発
し
、
強
大
な
権
力
を
保
持

し
て
い
た
旧
幕
府
軍
を
、
新
政
府
軍
が
武
力
で
倒
す
た
め
の

争
い
を
起
こ
し
ま
し
た
。
こ
の
争
い
が
、
戊
辰
戦
争
で
す
。

　
１
８
６
８
年
鳥
羽
伏
見
の
戦
い
を
皮
切
り
に
、
全
国
各
地

で
旧
幕
府
軍
と
新
政
府
軍
が
衝
突
。
１
８
６
９
年
５
月
の
箱

館(

現
在
の
函
館)

五
稜
郭
の
落
城
に
よ
り
、
旧
幕
府
軍
の
敗

北
で
幕
を
閉
じ
ま
す
が
、
こ
の「
箱
館
戦
争
」の
勝
敗
の
鍵
を

握
る
戦
い
が
、
こ
こ
宮
古
沖（
現
在
の
鍬
ヶ
崎
沖
）で
繰
り
広

げ
ら
れ
た
の
で
す
。

　
箱
館
戦
争
は
、
旧
幕
府
の
脱
走
軍
が
、
榎
本
武
揚
を
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
五
稜
郭
に
臨
時
政
府
を
樹
立
し
、
新
政
府
に
対

抗
し
た
戦
い
で
し
た
。
１
８
６
８
年
８
月
19
日
に
８
隻
の

船
団
で
品
川
沖
を
出
港
し
た
榎
本
艦
隊
に
は
新
選
組
の
土
方

歳
三
も
含
ま
れ
て
お
り
、
総
数
は
２
、０
０
０
名
を
超
え
て

い
た
と
い
い
ま
す
。
途
中
松
島
、
宮
古
な
ど
に
寄
港
し
、
艦

隊
が
蝦
夷
地（
現
在
の
北
海
道
）に
到
着
し
た
の
は
10
月
20
日

の
こ
と
。
土
方
ら
は
隊
を
率
い
て
箱
館
に
進
軍
、
25
日
に
は

箱
館
の
五
稜
郭
を
手
中
に
し
ま
し
た
。
こ
の
後
、
榎
本
隊
は

松
前
、
江
差
な
ど
を
次
々
に
占
領
。
12
月
に
は
蝦
夷
地
全
土

(

実
際
に
は
全
島
の
西
南
部)

を
手
中
に
お
さ
め
た
と
し
て
、

「
蝦
夷
政
権
」
を
樹
立
し
ま
し
た
。

　
一
方
、
新
政
府
軍
に
は
後
の
日
露
戦
争
で
連
合
艦
隊
司
令

長
官
と
し
て
活
躍
し
た
若
き
日
の
東
郷
平
八
郎
が
参
戦
し
て

い
ま
し
た
。

　
さ
て
、
年
が
明
け
て
３
月
。
新
政
府
軍
が
、
動
き
始
め
ま

し
た
。
軍
艦
４
隻
、
運
送
船
４
隻
の
船
団
は
16
日
か
ら
22
日

に
か
け
て
宮
古
に
入
港
し
ま
す
。
一
方
の
旧
幕
府
軍
榎
本
艦

隊
。
こ
れ
ま
で
新
政
府
軍
に
比
べ
て
海
軍
力
で
は
辛
う
じ
て

優
勢
を
保
っ
て
い
ま
し
た
が
、
長
い
航
海
と
蝦
夷
地
占
領
作

戦
で
戦
力
を
大
幅
に
減
退
さ
せ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
新

政
府
軍
の
侵
攻
を
待
っ
て
い
て
も
勝
敗
は
明
ら
か
。
そ
こ
で

彼
ら
は
一
か
八
か
の
奇
襲
作
戦
を
決
意
し
ま
す
。
そ
の
名
は
、

「
ア
ボ
ル
ダ
ー
ジ
ュ
作
戦
」。
当
時
の
日
本
で
国
内
最
強
と
い

わ
れ
て
い
た
軍
艦
「
甲
鉄
」
に
接
舷
攻
撃
を
仕
掛
け
、
甲
鉄

を
奪
う
と
い
う
作
戦
で
し
た
。
新
政
府
軍
に
イ
ギ
リ
ス
軍
が

味
方
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
旧
幕
府
軍
に
は
、
フ
ラ
ン
ス

軍
が
10
名
ほ
ど
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
フ
ラ
ン
ス
軍
人

の
指
導
を
受
け
て
、
総
司
令
官
で
あ
る
荒
井
郁
之
助
は
、
フ

ラ
ン
ス
語
で
「
ア
ボ
ル
ダ
ー
ジ
ュ
（
接
舷
攻
撃
）」
と
い
う
戦

法
を
採
用
し
ま
す
。
旧
幕
府
軍
は
、
こ
の
ア
ボ
ル
ダ
ー
ジ
ュ

作
戦
で
、
一
気
に
形
勢
逆
転
を
狙
い
ま
し
た
。

　
3
月
20
日
、旧
幕
府
軍
は
、残
っ
て
い
た
「
回
天
」「
蟠
龍
」

「
高
尾
」
と
い
う
３
隻
の
艦
を
連
ね
て
南
下
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
強
風
や
濃
霧
で
３
隻
は
離
散
。
途
中
、
山
田
港
に
て
回

天
と
高
尾
は
合
流
し
ま
す
が
、
新
政
府
軍
が
宮
古
港
に
停
泊

中
と
い
う
情
報
を
得
て
、
山
田
港
か
ら
宮
古
港
へ
北
上
中
に

高
尾
の
機
関
が
故
障
し
て
し
ま
い
、
ま
た
も
や
離
散
。
夜
明

け
が
近
づ
き
、
も
は
や
高
尾
を
待
っ
て
い
る
時
間
は
な
く
、

荒
井
は
、
回
天
１
隻
で
作
戦
を
決
行
す
る
の
で
す
。

　
25
日
未
明
。
回
天
は
目
的
の
軍
艦
「
甲
鉄
」
に
そ
ろ
そ
ろ

と
近
づ
い
て
い
き
ま
す
。
最
初
の
接
舷
は
、
船
首
を
通
り
過

ぎ
て
失
敗
に
終
わ
り
ま
す
が
、
二
度
目
の
接
舷
で
舳
先
を
甲

鉄
の
脇
腹
に
乗
り
上
げ
る
こ
と
に
成
功
し
、
接
舷
命
令
。

「
ア
ボ
ル
ダ
ー
ジ
ュ
！
」

　
回
天
か
ら
は
、
海
軍
士
官
の
大
塚
浪
次
郎
や
新
選
組
隊
士

の
野
村
理
三
郎
に
続
い
て
、
兵
士
が
甲
鉄
の
甲
板
に
飛
び
降

り
て
戦
い
ま
す
。
し
か
し
、
や
が
て
甲
鉄
側
も
猛
反
撃
を
開

始
。
1
分
間
に
１
８
０
発
連
射
の
速
射
砲
「
ガ
ト
リ
ン
グ
機

関
銃
」
が
火
を
吹
き
、
大
塚
や
野
村
を
は
じ
め
、
旧
幕
府
軍

の
兵
士
は
次
々
と
倒
れ
て
い
き
ま
す
。
荒
井
は
、
作
戦
の
続

行
が
困
難
と
判
断
し
、
旧
幕
府
軍
は
、
甲
鉄
の
奪
取
を
断
念

し
て
退
却
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
宮
古
湾
を
出
る
と
、
回
天
は
、
遅
れ
て
い
た
蟠
龍
と
高
尾

と
合
流
し
、
箱
館
を
目
指
し
て
北
上
し
ま
す
。
回
天
と
蟠
龍

は
、
追
っ
て
来
た
新
政
府
軍
の
追
撃
を
振
り
切
り
、
無
事
箱

館
に
帰
還
す
る
も
、
機
関
が
故
障
し
て
い
た
高
尾
は
逃
げ
切

る
こ
と
が
で
き
ず
投
降
す
る
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
箱
館
上
陸
後
、
旧
幕
府
軍
と
新
政
府
軍
の
蝦
夷
地
征
討
戦

が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
新
政
府
軍
が
次
々
と
攻
略
し
、
土
方

歳
三
は
戦
死
。
１
８
６
９
年
５
月
18
日
、
旧
幕
府
軍
は
五
稜

郭
を
開
城
し
、
新
政
府
軍
に
降
伏
。
箱
館
戦
争
は
幕
を
閉
じ
、

１
年
５
ヶ
月
に
も
及
ぶ
戊
辰
戦
争
は
終
結
。
こ
う
し
て
、
日

本
全
土
が
明
治
政
府
の
統
制
下
に
入
っ
た
の
で
す
。

　
江
戸
を
離
れ
、
遠
く
蝦
夷
の
地
に
独
立
国
を
建
設
し
よ
う

と
し
た
旧
幕
臣
た
ち
の
夢
物
語
は
、
宮
古
の
海
に
砕
け
散
り

ま
し
た
。
そ
の
壮
絶
な
戦
い
を
し
の
ん
で
、
浄
土
ヶ
浜
の
お

台
場
展
望
台
入
口
に
「
宮
古
港
海
戦
記
念
碑
」
が
、
ま
た
湾

内
を
一
望
で
き
る
臼
木
山
に
は
「
宮
古
港
海
戦
解
説
碑
」
が

建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
一
度
史
跡
を
巡
り
、
当
時
の
情
景
や
旧
幕
臣
た

ち
の
心
境
を
感
じ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　　【
参
考
文
献
】

　
・
宮
古
市
教
育
委
員
会
編
「
宮
古
文
化
財
辞
典
」（
２
０
１
０
年
）

　
・
宮
古
市
教
育
委
員
会
編
「
宮
古
市
史
　
資
料
集
　
近
世
一
」（
１
９
８
４
年
）

１
８
６
９
年
に
勃
発
し
た
宮
古
港
海
戦
か
ら
、
２
０
１
９
年
で
１
５
０
年
を
迎
え
ま
す
。

近
代
国
家
へ
生
ま
れ
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
た
当
時
の
日
本
を
大
き
く
揺
る
が
し
た
戊
辰
戦
争
。

そ
の
最
終
段
階
で
あ
る
箱
館
戦
争
の
結
末
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
「
宮
古
港
海
戦
」。

今
回
は
、
そ
の
わ
ず
か
30
分
あ
ま
り
の
戦
い
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　宮
古
港
海
戦
の
歴
史
を
広
め
る
た
め
、こ
れ
ま
で
も
様
々
な

事
業
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　平
成
30
年
度
は
、地
域
創
造
基
金
を
活
用
し
た
「
宮
古
港
海

戦
を
広
く
内
外
に
広
め
る
事
業
」が
行
わ
れ
ま
す
。

　歴
史
的
な
出
来
事
か
ら
１
５
０
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、宮

古
市
の
歴
史
に
つ
い
て
、も
っ
と
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
る
こ
の
事
業
。

　イ
ベ
ン
ト
の
日
程
や
事
業
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、本
誌
６
、７

ペ
ー
ジ
の
イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー
の
ほ
か
、今
後
の
広
報
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
チ
ェ
ッ
ク
！

（
こ
れ
ま
で
に
行
わ
れ
た
事
業
）

●
全
国
新
撰
組
サ
ミ
ッ
ト 

in 

２
０
１
５

　「な
り
き
り
土
方
ア
ボ
ル
ダ
ー
ジ
ュ
コ
ン
テ
ス
ト
」
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朗
読×

演
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『
宮
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港
海
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こ
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つ
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パ
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ど
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海
戦

特　集

と
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と
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新
政
府
軍
が
宮
古
へ
入
港
。

旧
幕
府
軍
の
狙
い
と
は…

箱
館
戦
争
勃
発

ア
ボ
ル
ダ
ー
ジ
ュ
作
戦
決
行

箱
館
戦
争
終
結
。そ
し
て…

戊
辰
戦
争

宮古港戦績碑

月山から宮古港を望む

宮
古
港
海
戦
関
連
事
業
が
行
わ
れ
ま
す
！

宮古港海戦の様子（ホテル沢田屋蔵）

宮古港海戦史跡案内MAP
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１
８
６
７
年
、
江
戸
幕
府
第
15
代
将
軍
徳
川
慶
喜
は
、
政

権
を
返
上
し
、幕
府
を
廃
止
（
大
政
奉
還
）。
し
か
し
実
際
は
、

慶
喜
の
政
権
掌
握
が
続
い
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
明
治
天

皇
は
、
王
政
復
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の
大
号
令
を
発
し
、
強
大
な
権
力
を
保
持

し
て
い
た
旧
幕
府
軍
を
、
新
政
府
軍
が
武
力
で
倒
す
た
め
の

争
い
を
起
こ
し
ま
し
た
。
こ
の
争
い
が
、
戊
辰
戦
争
で
す
。

　
１
８
６
８
年
鳥
羽
伏
見
の
戦
い
を
皮
切
り
に
、
全
国
各
地

で
旧
幕
府
軍
と
新
政
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が
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８
６
９
年
５
月
の
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現
在
の
函
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五
稜
郭
の
落
城
に
よ
り
、
旧
幕
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軍
の
敗

北
で
幕
を
閉
じ
ま
す
が
、
こ
の「
箱
館
戦
争
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勝
敗
の
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を

握
る
戦
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が
、
こ
こ
宮
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現
在
の
鍬
ヶ
崎
沖
）で
繰
り
広
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れ
た
の
で
す
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箱
館
戦
争
は
、
旧
幕
府
の
脱
走
軍
が
、
榎
本
武
揚
を
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
五
稜
郭
に
臨
時
政
府
を
樹
立
し
、
新
政
府
に
対

抗
し
た
戦
い
で
し
た
。
１
８
６
８
年
８
月
19
日
に
８
隻
の

船
団
で
品
川
沖
を
出
港
し
た
榎
本
艦
隊
に
は
新
選
組
の
土
方

歳
三
も
含
ま
れ
て
お
り
、
総
数
は
２
、０
０
０
名
を
超
え
て

い
た
と
い
い
ま
す
。
途
中
松
島
、
宮
古
な
ど
に
寄
港
し
、
艦

隊
が
蝦
夷
地（
現
在
の
北
海
道
）に
到
着
し
た
の
は
10
月
20
日

の
こ
と
。
土
方
ら
は
隊
を
率
い
て
箱
館
に
進
軍
、
25
日
に
は

箱
館
の
五
稜
郭
を
手
中
に
し
ま
し
た
。
こ
の
後
、
榎
本
隊
は

松
前
、
江
差
な
ど
を
次
々
に
占
領
。
12
月
に
は
蝦
夷
地
全
土

(

実
際
に
は
全
島
の
西
南
部)

を
手
中
に
お
さ
め
た
と
し
て
、

「
蝦
夷
政
権
」
を
樹
立
し
ま
し
た
。

　
一
方
、
新
政
府
軍
に
は
後
の
日
露
戦
争
で
連
合
艦
隊
司
令

長
官
と
し
て
活
躍
し
た
若
き
日
の
東
郷
平
八
郎
が
参
戦
し
て

い
ま
し
た
。

　
さ
て
、
年
が
明
け
て
３
月
。
新
政
府
軍
が
、
動
き
始
め
ま

し
た
。
軍
艦
４
隻
、
運
送
船
４
隻
の
船
団
は
16
日
か
ら
22
日

に
か
け
て
宮
古
に
入
港
し
ま
す
。
一
方
の
旧
幕
府
軍
榎
本
艦

隊
。
こ
れ
ま
で
新
政
府
軍
に
比
べ
て
海
軍
力
で
は
辛
う
じ
て

優
勢
を
保
っ
て
い
ま
し
た
が
、
長
い
航
海
と
蝦
夷
地
占
領
作

戦
で
戦
力
を
大
幅
に
減
退
さ
せ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
新

政
府
軍
の
侵
攻
を
待
っ
て
い
て
も
勝
敗
は
明
ら
か
。
そ
こ
で

彼
ら
は
一
か
八
か
の
奇
襲
作
戦
を
決
意
し
ま
す
。
そ
の
名
は
、

「
ア
ボ
ル
ダ
ー
ジ
ュ
作
戦
」。
当
時
の
日
本
で
国
内
最
強
と
い

わ
れ
て
い
た
軍
艦
「
甲
鉄
」
に
接
舷
攻
撃
を
仕
掛
け
、
甲
鉄

を
奪
う
と
い
う
作
戦
で
し
た
。
新
政
府
軍
に
イ
ギ
リ
ス
軍
が

味
方
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
旧
幕
府
軍
に
は
、
フ
ラ
ン
ス

軍
が
10
名
ほ
ど
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
フ
ラ
ン
ス
軍
人

の
指
導
を
受
け
て
、
総
司
令
官
で
あ
る
荒
井
郁
之
助
は
、
フ

ラ
ン
ス
語
で
「
ア
ボ
ル
ダ
ー
ジ
ュ
（
接
舷
攻
撃
）」
と
い
う
戦

法
を
採
用
し
ま
す
。
旧
幕
府
軍
は
、
こ
の
ア
ボ
ル
ダ
ー
ジ
ュ

作
戦
で
、
一
気
に
形
勢
逆
転
を
狙
い
ま
し
た
。

　
3
月
20
日
、旧
幕
府
軍
は
、残
っ
て
い
た
「
回
天
」「
蟠
龍
」

「
高
尾
」
と
い
う
３
隻
の
艦
を
連
ね
て
南
下
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
強
風
や
濃
霧
で
３
隻
は
離
散
。
途
中
、
山
田
港
に
て
回

天
と
高
尾
は
合
流
し
ま
す
が
、
新
政
府
軍
が
宮
古
港
に
停
泊

中
と
い
う
情
報
を
得
て
、
山
田
港
か
ら
宮
古
港
へ
北
上
中
に

高
尾
の
機
関
が
故
障
し
て
し
ま
い
、
ま
た
も
や
離
散
。
夜
明

け
が
近
づ
き
、
も
は
や
高
尾
を
待
っ
て
い
る
時
間
は
な
く
、

荒
井
は
、
回
天
１
隻
で
作
戦
を
決
行
す
る
の
で
す
。

　
25
日
未
明
。
回
天
は
目
的
の
軍
艦
「
甲
鉄
」
に
そ
ろ
そ
ろ

と
近
づ
い
て
い
き
ま
す
。
最
初
の
接
舷
は
、
船
首
を
通
り
過

ぎ
て
失
敗
に
終
わ
り
ま
す
が
、
二
度
目
の
接
舷
で
舳
先
を
甲

鉄
の
脇
腹
に
乗
り
上
げ
る
こ
と
に
成
功
し
、
接
舷
命
令
。

「
ア
ボ
ル
ダ
ー
ジ
ュ
！
」

　
回
天
か
ら
は
、
海
軍
士
官
の
大
塚
浪
次
郎
や
新
選
組
隊
士

の
野
村
理
三
郎
に
続
い
て
、
兵
士
が
甲
鉄
の
甲
板
に
飛
び
降

り
て
戦
い
ま
す
。
し
か
し
、
や
が
て
甲
鉄
側
も
猛
反
撃
を
開

始
。
1
分
間
に
１
８
０
発
連
射
の
速
射
砲
「
ガ
ト
リ
ン
グ
機

関
銃
」
が
火
を
吹
き
、
大
塚
や
野
村
を
は
じ
め
、
旧
幕
府
軍

の
兵
士
は
次
々
と
倒
れ
て
い
き
ま
す
。
荒
井
は
、
作
戦
の
続

行
が
困
難
と
判
断
し
、
旧
幕
府
軍
は
、
甲
鉄
の
奪
取
を
断
念

し
て
退
却
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
宮
古
湾
を
出
る
と
、
回
天
は
、
遅
れ
て
い
た
蟠
龍
と
高
尾

と
合
流
し
、
箱
館
を
目
指
し
て
北
上
し
ま
す
。
回
天
と
蟠
龍

は
、
追
っ
て
来
た
新
政
府
軍
の
追
撃
を
振
り
切
り
、
無
事
箱

館
に
帰
還
す
る
も
、
機
関
が
故
障
し
て
い
た
高
尾
は
逃
げ
切

る
こ
と
が
で
き
ず
投
降
す
る
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
箱
館
上
陸
後
、
旧
幕
府
軍
と
新
政
府
軍
の
蝦
夷
地
征
討
戦

が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
新
政
府
軍
が
次
々
と
攻
略
し
、
土
方

歳
三
は
戦
死
。
１
８
６
９
年
５
月
18
日
、
旧
幕
府
軍
は
五
稜

郭
を
開
城
し
、
新
政
府
軍
に
降
伏
。
箱
館
戦
争
は
幕
を
閉
じ
、

１
年
５
ヶ
月
に
も
及
ぶ
戊
辰
戦
争
は
終
結
。
こ
う
し
て
、
日

本
全
土
が
明
治
政
府
の
統
制
下
に
入
っ
た
の
で
す
。

　
江
戸
を
離
れ
、
遠
く
蝦
夷
の
地
に
独
立
国
を
建
設
し
よ
う

と
し
た
旧
幕
臣
た
ち
の
夢
物
語
は
、
宮
古
の
海
に
砕
け
散
り

ま
し
た
。
そ
の
壮
絶
な
戦
い
を
し
の
ん
で
、
浄
土
ヶ
浜
の
お

台
場
展
望
台
入
口
に
「
宮
古
港
海
戦
記
念
碑
」
が
、
ま
た
湾

内
を
一
望
で
き
る
臼
木
山
に
は
「
宮
古
港
海
戦
解
説
碑
」
が

建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
一
度
史
跡
を
巡
り
、
当
時
の
情
景
や
旧
幕
臣
た

ち
の
心
境
を
感
じ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　　【
参
考
文
献
】

　
・
宮
古
市
教
育
委
員
会
編
「
宮
古
文
化
財
辞
典
」（
２
０
１
０
年
）

　
・
宮
古
市
教
育
委
員
会
編
「
宮
古
市
史
　
資
料
集
　
近
世
一
」（
１
９
８
４
年
）

１
８
６
９
年
に
勃
発
し
た
宮
古
港
海
戦
か
ら
、
２
０
１
９
年
で
１
５
０
年
を
迎
え
ま
す
。

近
代
国
家
へ
生
ま
れ
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
た
当
時
の
日
本
を
大
き
く
揺
る
が
し
た
戊
辰
戦
争
。

そ
の
最
終
段
階
で
あ
る
箱
館
戦
争
の
結
末
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
「
宮
古
港
海
戦
」。

今
回
は
、
そ
の
わ
ず
か
30
分
あ
ま
り
の
戦
い
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　宮
古
港
海
戦
の
歴
史
を
広
め
る
た
め
、こ
れ
ま
で
も
様
々
な

事
業
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　平
成
30
年
度
は
、地
域
創
造
基
金
を
活
用
し
た
「
宮
古
港
海

戦
を
広
く
内
外
に
広
め
る
事
業
」が
行
わ
れ
ま
す
。

　歴
史
的
な
出
来
事
か
ら
１
５
０
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、宮

古
市
の
歴
史
に
つ
い
て
、も
っ
と
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
る
こ
の
事
業
。

　イ
ベ
ン
ト
の
日
程
や
事
業
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、本
誌
６
、７

ペ
ー
ジ
の
イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー
の
ほ
か
、今
後
の
広
報
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
チ
ェ
ッ
ク
！

（
こ
れ
ま
で
に
行
わ
れ
た
事
業
）

●
全
国
新
撰
組
サ
ミ
ッ
ト 

in 

２
０
１
５

　「な
り
き
り
土
方
ア
ボ
ル
ダ
ー
ジ
ュ
コ
ン
テ
ス
ト
」

　「
朗
読×

演
劇
『
宮
古
港
海
戦
』」

　「み
や
こ
秋
ま
つ
り
で
の
宮
古
海
戦
組
パ
レ
ー
ド｣

　な
ど

宮
古
港
海
戦

特　集

と
く
が
わ
よ
し
の
ぶ

え
の
も
と
た
け
あ
き

ひ
じ
か
た

と
し
ぞ
う

と
う
ご
う
へ
い
は
ち
ろ
う

あ
ら 

い  

い
く  

の 

す
けへ 

さ
き

お
お
つ
か
な
み  

じ 

ろ
う

 

の 

む 

ら 

り  

さ
ぶ
ろ
う

臼木山
浄土ヶ浜ビジター
センター

シートピアなあど

常安寺

宮古市役所

宮古港 (鍬ヶ崎 )

水産科学館

義軍勇士墓碑

大杉神社

戦績碑

45

45

官軍勇士墓碑

海戦記念碑

浄土ヶ浜

解説碑

至釜石

至田老

閉伊川

新
政
府
軍
が
宮
古
へ
入
港
。

旧
幕
府
軍
の
狙
い
と
は…

箱
館
戦
争
勃
発

ア
ボ
ル
ダ
ー
ジ
ュ
作
戦
決
行

箱
館
戦
争
終
結
。そ
し
て…

戊
辰
戦
争

宮古港戦績碑

月山から宮古港を望む

宮
古
港
海
戦
関
連
事
業
が
行
わ
れ
ま
す
！

宮古港海戦の様子（ホテル沢田屋蔵）

宮古港海戦史跡案内MAP
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昭
和
通
り
の
お
か
み
さ
ん
も
て
な
し
た
い

宮
古
商
工
会
議
所
青
年
部

僕
ら
の
夏
祭
り
実
行
委
員
会

M
IYAKO Revolution21

ウ
ェ
ル
カ
ム
フ
ラ
ワ
ー
が
迎
え
る
街
並
み
創
出
事
業

復
興　
冬
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

僕
ら
の
夏
祭
り

ピ
ヨ
ン
カ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

宮 古

宮 古

宮 古

宮 古

　
訪
れ
た
方
々
に
癒
し
の
ひ
と
時
を
感
じ
て
も
ら

う
た
め
、
４
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
、
宮
古
駅

や
商
店
街
に
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
や
プ
ラ
ン

タ
ー
を
飾
り
ま
し
た
。

　
今
回
も
、
小
学
生
や
J
R
宮
古
駅
・
三
陸
鉄
道

宮
古
駅
の
職
員
の
皆
様
、
宮
古
商
業
高
校
の
生
徒

を
は
じ
め
と
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
、
延
べ

１
３
２
名
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
お
も
て

な
し
の
心
を
育
む
機
会
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
と

思
い
ま
す
。
小
学
校
か
ら
は
、
毎
年
楽
し
み
に
し

て
い
る
と
い
う
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
花
で
彩
ら
れ
た
ま
ち
を
み
て
、
震
災
や
台
風
被

害
か
ら
立
ち
上
が
る
ま
ち
の
活
気
を
感
じ
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
震
災
以
降
継
続
し
て
い
る
、
宮
古
市
役
所
前
歩

道
橋
の
「
復
興
・
冬
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
は
、

11
月
23
日（
木
）か
ら
３
月
３
日（
土
）
に
か
け
て

点
灯
し
、
設
置
作
業
に
は
合
計
59
名
も
の
方
に

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
流
行
語
に
選
ば
れ
た
『
イ
ン
ス
タ
映
え
』
を
テ
ー

マ
に
フ
レ
ー
ム
を
作
成
し
、
宮
古
で
一
番
イ
ン
ス

タ
映
え
す
る
ス
ポ
ッ
ト
を
目
指
し
ま
し
た
。
今
回

も
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ス
テ
ッ
カ
ー
と
し
て
貼
る
取
り

組
み
を
行
い
、
今
年
宮
古
市
と
の
フ
ェ
リ
ー
航
路

が
開
設
す
る
、
室
蘭
市
の
青
山
市
長
か
ら
も
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
震
災
か
ら
の
復
興
へ
邁
進
す
る
宮
古
市
の
シ
ン

ボ
ル
の
一
つ
と
な
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
市
民
の

皆
さ
ん
の
心
を
明
る
く
照
ら
し
ま
す
。

　
8
月
11
日
に
「
僕
ら
の
夏
祭
り
」
を
赤
前
地
区

に
て
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
で
7
回
目
と
な
る
夏

祭
り
は
、
関
東
の
大
学
生
を
中
心
と
し
た
「
僕
ら

の
夏
休
みproject

」と
協
働
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
ゲ
ス
ト
歌
手
に
よ
る
演
奏
や
ソ
ー
ラ

ン
節
と
い
っ
た
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
ビ
ン
ゴ
大

会
や
地
元
企
業
の
出
店
な
ど
子
供
か
ら
大
人
ま
で

幅
広
く
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、
最
後
は
参
加
者
全

員
の
赤
前
音
頭
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　
世
代
を
超
え
た
地
域
交
流
の
場
が
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
構
築
に
繋
が
り
、
暮
ら
し
や
す
い
地
域

社
会
づ
く
り
の
一
助
に
な
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も

「
僕
夏
」
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　
1
月
21
日
（
日
）、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
健
や
か

ホ
ー
ル
に
て
「
第
４
回
ピ
ヨ
ン
カ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
カ
プ
ラ
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
が
夢
中
に
な
り
、
毎
回
大

人
気
の
ダ
ン
ボ
ー
ル
工
作
と
身
近
な
素
材（
紙
コ
ッ

プ・紙
皿・ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
等
）
を
使
っ

た
手
作
り
お
も
ち
ゃ
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
自
由
な
発

想
で
様
々
な
作
品
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
男
性
保
育
士
連
チ
ー
ム
・
フ
ァ
ン
タ

ジ
ス
タ
を
お
迎
え
し
、「
親
子
の
ふ
れ
あ
い
」を
テ
ー

マ
と
し
た
遊
び
を
行
い
、
大
変
好
評
で
し
た
。

　
中
学
生
か
ら
大
人
ま
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
支

え
ら
れ
、
子
ど
も
も
大
人
も
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
イ

ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

みんなの力で地域を創る
地域創造基金は地域住民の連帯強化や地域振興のための事業に活用されています。
今年度、８月中旬以降に実施された９事業についてご紹介します。
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本
協
議
会
は
、
田
老
地
区
で
居
住
・

就
労
環
境
の
充
実
に
よ
る
定
住
促
進
を

図
る
こ
と
と
、
復
興
へ
の
具
体
案
を
提

案
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
田
老
地
区

の
有
志
に
よ
り
活
動
し
て
い
る
団
体
で

す
。

　

田
老
地
区
の
人
口
は
、
震
災
前
の

80
％
ま
で
減
少
し
て
い
ま
す
。
今
後
、

田
老
地
区
の
活
性
化
を
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
行
く
べ
き
か
を
皆
さ
ん
で
考
え

る
た
め
、
11
月
に
元
田
老
診
療
所
医
師

の
黒
田
仁
先
生
を
講
師
に
迎
え
、『
田
老

を
生
か
そ
う
』
を
テ
ー
マ
に
、
講
演
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
地
区
内
外

か
ら
多
く
の
方
々
が
参
加
し
、
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、
講
演
会
の
継
続
を

希
望
す
る
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、
盛
会

の
内
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
お
ら
ほ
の
夏
ま
つ
り
」
は
震
災
以
降
、
Ｌ

Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ　
Ｕ
Ｐ　
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
や
、
賛

同
者
の
協
力
に
よ
り
「
Ｌ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ　
Ｕ
Ｐ

　
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
お
ら
ほ
の
復
興
花
火
大
会
」

と
し
て
、
毎
年
8
月
11
日
の
震
災
月
命
日
に

開
催
し
て
お
り
ま
す
。

　
７
回
目
と
な
る
今
回
は
、夜
店
の
ほ
か
「
松

本
哲
哉
」
や
「
イ
マ
イ
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
」
の

ラ
イ
ブ
、
寄
せ
ら
れ
た
復
興
へ
の
思
い
の
読

み
上
げ
、
花
火
の
打
ち
上
げ
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
で
は
、
約
３
千
人
の
方
が
訪
れ
る
毎

年
恒
例
の
催
し
と
な
り
、
参
加
者
は
、
夜
の

海
上
に
打
ち
上
が
る
色
鮮
や
か
な
花
火
に
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
11
月
5
日
、
和
井
内
ふ
る
さ
と
会
館
に
お

い
て
、
区
民
手
づ
く
り
に
よ
る
第
16
回
和
井

内
ふ
る
さ
と
収
穫
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
肌
寒
い
天
候
の
中
、
新
里
小
学

校
児
童
に
よ
る
「
新
里
太
鼓
」
の
元
気
良
い

ば
ち
さ
ば
き
で
、
会
場
を
温
め
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
各
テ
ナ
ン
ト
に
並
ん
だ
餅
、
饅
頭

類
を
は
じ
め
地
元
産
の
野
菜
や
米
、
果
物
な

ど
の
山
の
幸
や
手
作
り
の
汁
物
は
、
瞬
く
間

に
完
売
し
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
歌
謡
シ
ョ
ー
や
踊
り
、

お
楽
し
み
抽
選
会
、
そ
し
て
餅
ま
き
と
多
彩

な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、そ
ば
打
ち
体
験
コ
ー

ナ
ー
や
婦
人
会
に
よ
る
食
堂
も
大
好
評
で
、

大
勢
の
来
場
者
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

今
後
も
、地
域
の
活
性
化
の
た
め
、地
域
ぐ

る
み
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
２
０
１
７
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
タ
区
界
高
原

が
、
9
月
24
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
高
原
野
菜
販
売
や
元
祖
雫
石
軽

ト
ラ
市
が
特
別
参
加
す
る
な
ど
、
23
の
出
店

が
並
び
、
2
年
ぶ
り
の
フ
ェ
ス
タ
は
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
宮
古
あ
ば
れ
太
鼓
や
地
域

有
志
舞
踊
が
披
露
さ
れ
、
今
回
初
の
試
み
で

あ
る
区
界
高
原
ガ
イ
ド
ウ
ォ
ー
ク
、
最
後
に

は
お
楽
し
み
抽
選
会
や
餅
ま
き
と
、
大
賑
わ

い
と
な
り
ま
し
た
。

　
区
界
地
域
の
皆
様
の
強
力
な
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
の
お
か
げ
で
地
域
な
ら
で
は
の
イ
ベ
ン
ト

と
な
り
、
市
内
外
の
人
々
の
交
流
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
息
の
長
い
イ
ベ
ン
ト
に
し
て
い
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
第
45
回
川
井
郷
土
芸
能
祭
が
、
11
月
5
日

（
日
）
に
宮
古
市
立
川
井
小
学
校
体
育
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
川
井
地
域
か
ら
10
団
体
、
宮
古
地
域
か
ら

「
小
沢
獅
子
踊
り
」
が
出
演
し
、
そ
の
他
川

井
中
学
校
の
生
徒
に
、
総
合
学
習
の
取
り
組

み
と
し
て
、
2
演
目
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
各
団
体
と
も
園
児
か
ら
高
齢
の
方
々
ま
で

幅
広
い
年
齢
層
が
一
緒
に
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
の
伝
統
あ
る
郷
土
芸
能
を
熱
演
し
ま

し
た
。

　

各
団
体
と
も
す
ば
ら
し
い
芸
能
で
、
お

互
い
称
賛
し
合
い
な
が
ら
観
賞
し
て
い
ま
し

た
。
会
場
か
ら
は
盛
大
な
拍
手
や
声
援
を
い

た
だ
き
、
今
年
も
盛
会
の
う
ち
に
終
了
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

宮
古
市
田
老
地
区
復
興
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

Ｗ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｄ
Ｕ
Ｋ
Ａ

和
井
内
区

project

か
ど
ま
実
行
委
員
会

川
井
郷
土
芸
能
団
体
連
絡
協
議
会

田
老
地
区
復
興
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

お
ら
ほ
の
夏
ま
つ
り
２
０
１
７

（
Ｌ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ　
Ｕ
Ｐ　
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
お
ら
ほ
の
復
興
花
火
大
会
）

和
井
内
ふ
る
さ
と
収
穫
祭

2017
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
タ   

   

区
界
高
原

第
45
回
川
井
郷
土
芸
能
祭

田 老

田 老新 里

川 井 川 井

in
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月 日　　程 イベント名(事業名) 開催場所 内　　　容 主　　　催 地　域

11 17日（土）
～

復興　
冬のイルミネーション

宮古市役所前歩道橋
イルミネーションの設置
※平成31年２月24日（日）まで
　実施予定

宮古商工会議所
青年部

宮古

11 1８日（日） 江繋地区収穫感謝祭 旧江繋小学校
地域の郷土芸能発表、写真・絵画
コンクール開催

江繋地域づくり
委員会

川井

11 2５日（日） 踊りの里ＯＧＵＮＩ
小国地域振興
センター

郷土芸能等の発表、名産品・写真
コンクール

小国地区地域づくり
委員会

川井

11 津軽石郷土芸能
保存育成事業

津軽石地区
郷土の歴史を学ぶ講座の開催や
郷土芸能の伝承
※～12月頃まで実施予定

津軽石郷土芸能団体
協議会

宮古

1 20日（日） ピヨンカフェスティバル
宮古市総合福祉
センター健やか
ホール

手作り工作や積み木など、親子が
遊べる場の提供

MIYAKO.
Revolution21

宮古

通年
宮古港海戦の歴史を広く
内外に広める事業

市内各所
宮古港海戦についてのイベントや
市民向け学習会を開催

宮古港海戦の会 宮古

通年
新里地区

生涯スポーツ推進事業

新里トレーニング
センター、新里生
涯学習センター
など

各種スポーツ大会等を開催し、生涯スポーツを推進

　・グラウンド・ゴルフ大会

　・ソフトボールリーグ

　・スポーツ・レクリエーション祭

　・ビーチボールバレー大会

　・各地区体育行事開催

新里地区生涯
スポーツ推進協議会

新里

◆平成 30 年度宮古市地域創造基金事業について◆
宮古、田老、新里、川井地域自治区において、追加募集は行いません。
※各地域自治区概ね 500万円の範囲内で事業を採択しています。

僕らの夏祭り

閉伊川川下り大会

田老地区体育大会

川井地域大運動会

6



月 日　　程 イベント名(事業名) 開催場所 内　　　容 主　　　催 地　域

4
ウェルカムフラワーが
迎える街並み創出事業

宮古駅、駅前商店街
など

ウェルカムフラワーの飾りつけ
※～11月末まで実施予定

昭和通りのおかみさ
んもてなしたい

宮古

5 ６日（水） 宮古港海戦供養祭 浄土ヶ浜
宮古港海戦に関わるステージ発表
や遊覧船を利用した供養を実施

宮古港海戦の会 宮古

5 20日（日） 復興たろう大漁まつり
田老地区イベント
広場

大漁祈願の神輿や曳き舟、出店・
ステージイベントなど

田老大漁まつり実行
委員会

田老

6 1７日（日） 閉伊川釣り大会
閉伊川本・支流
道の駅
「やまびこ館」

３匹計量。河川の空き缶などごみ
回収が必須。

川井大自然交流実行
委員会

川井

7 15日（日）
第26回「海の日」宮古港

カッターレース
宮古市魚市場前

9m艇を使った市民参加の
カッターレースの開催

宮古港カッターレース
実行委員会

宮古

8 ４日（土）
サマーフェスタにいさと

2018
新里トレーニング
センター特設会場

招待郷土芸能、交流カラオケ大会、
歌謡コンサート、抽選会、出店
など

サマーフェスタ
にいさと実行委員会

新里

8 ５日（日） 第53回「音楽の夕べ」
宮古市民文化会館
大ホール

市民参加の合奏団・合唱団とプロと
の共演による音楽会の開催

宮古市で交響曲を
演奏する会

宮古

8 11日（土） 僕らの夏祭り
赤前コミュニティー
消防センター前

子どもからお年寄りまで誰もが
楽しめる夏祭りの開催

僕らの夏祭り実行
委員会

宮古

8 11日（土） おらほの夏まつり2018
田老地区イベント
広場

花火大会や出店、ステージイベン
トなど

ＷＡＲＡＤＵＫＡ 田老

9 ２日（日） 閉伊川川下り大会2018
閉伊川特設コース
（腹帯～湯ったり館）

ゴムボートによる川下り
閉伊川遊イング事業
実行委員会

新里

9 23日（日）
2018オータムフェスタ

ｉｎ区界高原
道の駅区界高原 特産品等のＰＲ、販売

ｐｒｏｊｅｃｔ
かどま実行委員会

川井

10 ７日（日） 第72回田老地区体育大会
田老第一中学校
校庭

田老地区住民の大運動会
田老地区体育大会
実行委員会

田老

10 ７日（日） 川井地域大運動会 川井小学校 川井地域住民総参加の大運動会
川井地域大運動会実
行委員会

川井

10 2８日（日） 早池峰マラソン
主会場　
川井中学校

峠コース　30ｋｍ
里コース　5ｋｍ／10ｋｍ

特定非営利活動法人
かわい元気社

川井

10 2８日（日） 川井郷土芸能祭 川井小学校
川井地域郷土芸能団体の
活動成果発表

川井郷土芸能団体連絡
協議会

川井

11 ４日（日） 和井内ふるさと収穫祭
和井内ふるさと
会館

地域農産物、餅・団子等の販売
十割そば食堂開設・そば打ち体験
ステージイベントなど

和井内区 新里

宮古市地域イベントカレンダー宮古市地域イベントカレンダー H30.4月以降の事業紹介H30.4月以降の事業紹介

平成 30度 4月以降に予定されている地域創造基金事業を活用したイベントや行事などを紹介します。
※天候などの事情により、事業の中止や日程・場所などが変更になる場合があります。
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ふるさと再発見

其
の
弐

　

そ
の
屋
敷
に
し
ば
ら
く
留
ま
っ
た
義
経
は
里
人

の
願
い
で
、
飛
山
の
悪
者
を
退
治
し
、
そ
の
道
先

案
内
を
つ
と
め
た
鵜
の
鳥
が
、
敵
の
矢
に
あ
た
っ

て
命
を
落
と
し
た
こ
と
か
ら
「
鵜
の
鳥
神
社
」
を

祀
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
、
和
野
地
区
に
は
、「
げ
ん
ど
う
」

と
い
う
屋
号
を
持
つ
家
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は

「
源
氏
の
義
経
が
通
っ
た
と
こ
ろ
」
と
い
う
意
味
か

ら
「
源
道
」
と
い
う
屋
号
が
付
い
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
　

田
老
観
光
協
会
発
行/

田
澤
直
志
編
集

　
　
「
田
老
の
民
話
」
よ
り

　

そ
の
屋
敷
に
し
ば
ら
く
留
ま
っ
た
義
経
は
里
人

の
願
い
で
、
飛
山
の
悪
者
を
退
治
し
、
そ
の
道
先

案
内
を
つ
と
め
た
鵜
の
鳥
が
、
敵
の
矢
に
あ
た
っ

て
命
を
落
と
し
た
こ
と
か
ら
「
鵜
の
鳥
神
社
」
を

祀
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
、
和
野
地
区
に
は
、「
げ
ん
ど
う
」

と
い
う
屋
号
を
持
つ
家
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は

「
源
氏
の
義
経
が
通
っ
た
と
こ
ろ
」
と
い
う
意
味
か

ら
「
源
道
」
と
い
う
屋
号
が
付
い
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
　

田
老
観
光
協
会
発
行/

田
澤
直
志
編
集

　
　
「
田
老
の
民
話
」
よ
り

　

田
老
の
新
田
地
区
に
は
、
義
経
の
従
者
の
一
人
、

金
売
吉
次
の
弟
で
あ
る
吉
内
が
建
て
た
と
言
わ
れ

る
「
吉
内
屋
敷
跡
」
が
あ
り
ま
す
。

　

吉
内
は
、
蝦
夷
地
を
目
指
し
て
北
上
す
る
義
経

一
行
と
別
れ
て
こ
の
地
に
永
住
し
た
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
姓
氏
を
「
吉
内
」
と
改
め
、
背
後
に
山
、

前
方
に
は
魹
ガ
崎
、
黒
崎
ま
で
一
望
に
見
渡
す
こ

と
が
で
き
る
高
台
に
、
広
大
な
屋
敷
を
構
え
、
付

近
一
帯
の
山
林
原
野
を
所
有
し
、
当
地
の
開
拓
に

あ
た
り
、「
砂
金
売
り
」
を
業
と
し
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

田
老
の
新
田
地
区
に
は
、
義
経
の
従
者
の
一
人
、

金
売
吉
次
の
弟
で
あ
る
吉
内
が
建
て
た
と
言
わ
れ

る
「
吉
内
屋
敷
跡
」
が
あ
り
ま
す
。

　

吉
内
は
、
蝦
夷
地
を
目
指
し
て
北
上
す
る
義
経

一
行
と
別
れ
て
こ
の
地
に
永
住
し
た
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
姓
氏
を
「
吉
内
」
と
改
め
、
背
後
に
山
、

前
方
に
は
魹
ガ
崎
、
黒
崎
ま
で
一
望
に
見
渡
す
こ

と
が
で
き
る
高
台
に
、
広
大
な
屋
敷
を
構
え
、
付

近
一
帯
の
山
林
原
野
を
所
有
し
、
当
地
の
開
拓
に

あ
た
り
、「
砂
金
売
り
」
を
業
と
し
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

○畑地区「鵜鳥神社」
　畑地区の山中にある神社で、言い
伝えによると、鵜の鳥が摂待川に
沿って義経を誘い、上流に向かうと、
畑部落の人々が源氏の旗を振って歓
迎したことから、この地に「鵜鳥神
社」を祀ったといわれています。お
社は三陸フエーン大火で焼失し、そ
の後建替えられています。普代村に
ある「鵜鳥神社」と縁故関係がある
といわれています。

〇吉内屋敷跡
　吉内屋敷には黄金
造りの砂金秤りや、
義経着用のヨロイと
カブトがあったと言
われていますが、昭
和 36 年 の 三陸フ
エーン大火により、
屋敷も家宝も全て焼
失し、今は屋敷跡の
石垣だけが残ってい
ます。

【
義
【
義
【
義
【
義
【
義
【
義
【
義
【
義
【
義
【
義
【
義
【
義
【
義
【
義
【
義
【
義
【
義
【
義
【
義
【
義
【
義
【
義
【
義
【
義
【
義
【
義
【
義
【
義
【
義
【
義
【
義
【
義
【【【【
義
【
義
【
義
【
義
【
義
【
義
【
義
【
義
【
義
【【【
義
【
義
【
義義義義義義義義義義義義義義義義義義義義義
経
略
経
略
経
略
経
略
経
略
経
略
経
略
経
略
経
略
経
略
経
略
経
略
経
略
経経
略
経
略
経
略
経経
略
経
略
経
略
経
略
経
略
経
略
経
略
経
略
経
略
経
略
経経経経
略
経
略
経
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や  

し
き
あ
と

至小本至小本

三陸鉄道
北リアス線
三陸鉄道
北リアス線摂待川摂待川

グリーンピア
三陸宮古
グリーンピア
三陸宮古

畑地区公民館畑地区公民館
至田老市街至田老市街

鵜鳥神社鵜鳥神社

45

至摂待至摂待

至田老市街至田老市街

旧 道の駅たろう旧 道の駅たろう

東日本交通(株)宮古営業所東日本交通(株)宮古営業所

吉内屋敷跡吉内屋敷跡

新田地区公民館新田地区公民館

摂待駅摂待駅

田老第三小学校田老第三小学校

45

義
経
の
足
跡
を
た
ど
る

　

悲
劇
の
名
将
、
源
義
経
は
文
治
５
年
（
１
１
８
９
）
４
月
、
兄
の
頼
朝
に
追
わ
れ
、
平
泉
で
自
刃
し
た
と
さ

れ
て
い
ま
す
（
吾
妻
鏡
よ
り
）。
こ
の
英
雄
に
対
す
る
哀
惜
の
念
か
ら
、
義
経
は
ひ
そ
か
に
平
泉
を
脱
出
し
、

北
へ
逃
げ
延
び
た
と
い
う
「
義
経
北
行
伝
説
」
が
東
北
各
地
に
多
く
残
さ
れ
て
お
り
、
宮
古
市
内
に
も
義
経

北
行
伝
説
に
か
か
わ
る
史
跡
が
点
在
し
て
い
ま
す
。
前
回
は
新
里
地
域
の
史
跡
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
今
回

は
田
老
地
域
に
残
る
史
跡
を
紹
介
し
ま
す
。

田
老
地
域
の
史
跡
紹
介

◆
発
行
／
宮
古
・
田
老
・
新
里
・
川
井
地
域
協
議
会
（
〒
０
２
７
│
８
５
０
１　
岩
手
県
宮
古
市
新
川
町
２
番
１
号　
宮
古
市
役
所
企
画
部
企
画
課
内
）　
◆
編
集
／
地
域
協
議
会
広
報
編
集
委
員
会　
◆
発
行
日
／
平
成
30
年
3
月
15
日
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